
学校番号 3014 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 科学と人間生活（第一学習社） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

『科学と人間生活』は物理・化学・生物・地学の４分野から人間生活に密接に結びつく事柄を扱う

科目です。このうち本校では、物理・化学分野では将来職場で必要になる科学的基礎知識を、生物・

地学分野では感染症（新型コロナウイルス等）や地震（南海トラフ等）など生徒自身が生きていくた

め（命を守るため）に必要な知識を、それぞれ身に着けることが目標です。 

授業では、さまざまな現象に疑問を持ち、それが起こる過程を自分なりに考え、表現できることを

目指してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・身近な事物・現象に関する観察・実験などを通して、科学的な見方や考え方を養うとともに、科学

に対する興味・関心をもつ。 

・身近な自然の事物・現象や、日常生活や社会の中で利用されている科学技術について知ることで、

科学と人間生活とのかかわりについて認識を深める。 

・科学技術が地球環境に与えた影響について学習し、これからの科学と人間生活とのかかわり方につ

いて考察する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な事物・現象に関

心や探究心をもち、科

学的な視点・考察力を

養うとともに、科学技

術に対する関心を高め

る態度を身につけてい

る。 

身近な事物・現象の中に

問題を見出し、観察、実

験、調査などを行うとと

もに、これからの科学と

人間生活とのかかわり

方について科学的・論理

的に思考判断し、それを

表現する。 

身近な事物・現象に関

する観察、実験の技能

を習得するとともに、

それらを科学的に探究

する方法を身に付け

る。 

科学技術の人間生活へ

の貢献や、身近な事

物・現象を通しての現

代の人間生活と科学技

術の関連性についての

知識を身につけ、これ

からの科学技術と人間

生活のあり方について

理解する。 

評
価
方
法 

授業態度 

発問評価 

発問評価 

ファイル提出 

実験レポート 

定期考査 

授業態度 

発問評価 

実験レポート 

確認小テスト 

ファイル提出 

定期考査 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

熱
の
性
質
と
そ
の
利
用 

エネルギーの移り

変わりとエネルギー

資源の有効活用 

○ ○ ○  a:エネルギーとは何か、またそれらはどの

ように発生するのかについて疑問や興

味を示している。 

b:新しいエネルギ―について、地球環境

問題の視点から考察することができる。 

c:エネルギー保存則を実験と観察を通し

て理解できる。 

【定期考査①】 

授業態度 

発問評価 

確認小テスト 

実験レポート 

ファイル提出 

定期考査 光
の
性
質
と

そ
の
利
用 

光の性質と人間生

活への利用 

 ○  ○ b:光に関する諸現象の発生について定性

的に説明することができる。 

d:光に関する法則などを理解し、定量的

に扱うことができる。 

材
料
と
そ
の
利
用 

プラスチックの分類

と用途 

○   ○ a:身のまわりで使われているプラスチックの

例をあげることができる。 

d:プラスチックの分類ができ、それぞれの特

長と主な用途を把握している。 

【定期考査②】 

授業態度 

発問評価 

確認小テスト 

実験レポート 

ファイル提出 

定期考査 

金属と人間生活 ○   ○ a:身近に利用される金属の例と主な用途を

あげることができる。 

d:金属の精錬方法とさび防止について理解

している 

微
生
物
と
そ
の
利
用 

微生物の発見 ○  ○ ○ a:微生物と人間生活のかかわりについて考

察できる。 

c:身の回りに多くの微生物が生息すること

を、観察を通して理解する。 

d:遺伝子のはたらきと、ウイルスも含めた生

物の分類について理解する。 

【定期考査③】 

授業態度 

発問評価 

確認小テスト 

実験レポート 

ファイル提出 

定期考査 

後
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医薬品と微生物   ○ ○ c:微生物の分解作用や発酵について実験

を通して理解できる。 

d:病原微生物の種類と発見の歴史を理解

する。 

免疫とウイルス ○ ○  ○ a:新型コロナウイルス感染症について関心

をもって情報を収集する。 

b: 新型コロナウイルス感染症の予防対策

について考える。 

d:免疫の基本的な仕組みとワクチン開発

について理解する。 

【定期考査④】 

授業態度 

発問評価 

確認小テスト 

ファイル提出 

定期考査 地
球
や
宇
宙
の
科
学 

身近な自然景観と

自然災害 

○ ○  ○ a:過去の火山や地震災害について関心を

もつ。 

b:クロームブックを活用し、各生徒の住ん

でいる地域のハザードマップを調査す

ることで、南海トラフ巨大地震が発生し

た際の行動について考えを深める。 

d:地震や火山の仕組みをプレートの運動

と関連づけて理解する。 

身近な天体と太陽

系における地球 

○   ○ a:太陽系に属する天体について、最新の

情報に興味をもつ。 

d:太陽系に属する地球以外の天体につい

て知ることで、地球の環境を相対的に理

解する。 

【定期考査⑤】 

授業態度 

発問評価 

確認小テスト 

ファイル提出 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


